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「杜子春」におけるキャラクター像及びその「家庭教育」的効果について
187






















































 杜子春伝 杜子春（最終版） 注 
時代 周，隋 唐代  
季節 冬 春 初版では秋 






財の在りか ペルシャ人屋敷 影の映った土の中  






修行場所 華山の雲峰台 峨眉山  


































































































































































































































































































































































































































































































































































道通識論叢』第 1期 2006・9　44 頁）は，芥川が大正７年 5月 13 日詠んだ「風をいたみ春の夜寒を
行く人の心々に母をおもへり」（大正７年 5月 13 日久米正雄宛書簡）という和歌からヒントを得，出
生時期の春と実母への思いを繋げているということを併せて考えてみる必要がある，と主張している
のに対して，赤羽学「芥川龍之介の『杜子春』の自筆原稿の紹介」（『岡山大学文学部紀要』通号 4　
1983・12）は，童話として冷たい感じがするゆえ，原典の秋を暖かい雰囲気の春に切り替えたのだと
言っている。
［34］ 芥川は，作品の時代を原典の「周，隋」から日本人に親しまれる「唐」にしたのも，その効果を考え
たためだと思われるが，字数の制限もあるので，省略させる。
［35］ 成瀬哲生「芥川龍之介の『杜子春』」（『徳島大学国語国文學』2　1989・3）二七頁
［36］ ［35］掲成瀬哲生「芥川龍之介の『杜子春』」二二頁。
［37］ ［35］掲成瀬哲生「芥川龍之介の『杜子春』」二七～二八頁。
［38］ ［35］掲成瀬哲生「芥川龍之介の『杜子春』」六，二八頁。
＊本稿は，広東外語外貿大学外国文学文化研究センタ―「転換期における日本近代文学研
究」プロジェクトの助成を得ている。
